
















有が必要とされている. こうした災害時において, 災害情報の収集, 提供を行うシステムが多
数提案されているが, 災害発生時において時間と共に変化する被災地状況を考慮したシステム






























難であるが，本研究では，GPS と無線 LAN を組み合わせて屋内外の両方において的確な位置情
報を把握可能な仕組みを提案した． 






























近年の 3DCG 技術・VR 技術による仮想空間の実現手法やコンピュータネットワークの超高速化
は，ネットワーク上で仮想空間と現実空間を融合させた Tele-Immersion 技術の可能性を秘めて
いるが，現在，仮想空間と現実空間を扱うシステムは，それらの簡単な結合を実現しているに
留まっている．本研究では，Virtual Reality(VR) と Mixed Reality(MR) の先にある Fusion 
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• プログラミングコンテストを通して、実践的なソフトウェア開発者を育成する 
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ウムの実施 
• 研究室で開発した映像通信システムや防災・災害情報ネットワークシステムを用いて、災害避難訓練時にボランティア
活動を通して社会貢献を実施 
